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SS-TRACE SYSTEM(ｴｽ ｴｽ ﾄﾚｰｽ ｼｽﾃﾑ)は、H29、H30
年度国土交通省建設技術研究開発助成（研究課題名
「建設発生土の有効かつ適正利用促進のためのトレー
サビリティシステムの開発」）を受けて、（一財）先端建設
技術センター、前田建設工業（株）、（株）日本能率協会
総合研究所、鹿島建設（株）の４社で共同開発。

開発に際しては、京大勝見教授を委員長とする委員会
（メンバーは国交省、日建連、ＪAＣＩＣ等）からご助言、ご
指導を受ける。

SS-TRACE SYSTEMの実用化に向けて、有用性、課題
等の確認及び必要なシステム修正を検討するため、研
究会を設置。(研究会概要はP12､13参照）

研究会参加企業は、 利用料金無料にてSS-TRACE 
SYSTEMを使用可能。

（スマホ等通信機器及びその操作要員確保、通信機器の通信料金は研究会参加企業が負担）

0-1．SS-TRACE SYSTEM 開発経緯と研究会
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ＳＳ－ＴＲＡＣＥ ＳＹＳＴＥＭ

0-2．建設発生土のトレーサビリティとは？ 1/2

 建設発生土運搬車両等の搬出現場（発生現場）から
仮置場を経由し最終搬出先（搬入現場又は残土処分場）
までの発着確認・追跡

宅急便荷物お問合せシステム
マラソン大会の計測システム
 ETC電子マニフェストシステム
交通系ＩＣカードシステム

＜トレーサビリティシステムの事例＞

＜現状の建設発生土トレーサビリティシステム＞

紙伝票（残土券）が主体
一部大規模土工事のETCシステム等情報処理システム

２
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 電車利用時に乗車駅､降車駅でＩＣカー
ドを改札機にタッチ

 駅でＩＣカード利用履歴印字可能

 ダンプトラック運転手は、搬出（出発）
時、搬入（到着）時にＩＣカードをスマホ
画面にタッチ

 インターネットを介してダンプトラックの
運行状況の確認がＰＣ等で可能

＜ＩＣカードを用いたトレーサビリティシステム＞

ＳＳ－ＴＲＡＣＥ ＳＹＳＴＥＭ（今回開発したシステム）

0-2．建設発生土のトレーサビリティとは？ 2/2

３

交通系ＩＣカードシステム
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１．SS-TRACE SYSTEM開発に際しての問題意識

建設発生土の一部は、自治体土砂条例許可「残土処分地」や開

発許可地等以外の無許可地で不適正に処理。

建設発生土の不適正処理を防止しつつ、建設発生土の適正な利

用を促進するためには、建設発生土が搬出現場から最終搬出地

へ確実に運搬されたことを担保する仕組みが必要。

建設発生土の運搬管理は、伝票管理が主体であり、その業務量

は多大であり、建設現場の生産性向上の観点からも運搬管理の

IoT化が必要。

建設発生土トレーサビリティシステム
(SS-TRACE SYSTEM)

４



2.SS-TRACE SYSTEMの対象と開発目的

ＳＳ－ＴＲＡＣＥ ＳＹＳＴＥＭ

（１）SS-TRACE SYSTEMの対象
①現場発時点で最終搬出地が確定している建設発生土
②中継基地（ヤード）経由の場合は、搬出現場ごとに堆積し、
ヤード搬出時に建設発生土の搬出現場を特定できること（※）
※②は、最終搬出先（受入先）の条件による（搬出現場を特定できなくとも受入条件の土質性状を満たすことで可とする場合有）

（２）SS-TRACE SYSTEMの開発目的
①建設発生土のトレーサビリティの確保
・搬出現場から最終搬出地までの建設発生土の運行をトレースできる

・最終搬出地に搬入された建設発生土の搬出現場を特定できる

②建設発生土の運行管理データの効率的管理
・ＤＢ化により効率的な運行管理データの検索、集計等が可能

③建設発生土の運行管理データの管理コスト削減
・紙伝票・帳票よりもコスト削減が可能

④①から③により建設現場の生産性向上に寄与
５
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ICカード
タッチ タッチ

スマートフォンにタッチ

3.SS-TRACE SYSTEMの概要-全体概要-

ストックヤード

搬出工事 搬入工事

■必要な機器等
●建設発生土搬出場所（搬出工事）：おサイフケータイ©機能付スマートフォン
●運搬車両（ダンプトラック）など：FelicaIC
●建設発生土受入場所（搬入工事、受入地）：おサイフケータイ機能付スマートフォン
●建設発生土中継施設(ストックヤード）：おサイフケータイ機能付スマートフォン

■必要な操作
●建設発生土の搬出入時にICカードをスマートフォンにタッチ

６
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 建設発生土の運行状況表示（運行情報のトレース）ＰＣ画面例

７

3.SS-TRACE SYSTEMの概要-運行状況ﾄﾚｰｽ-

●到着：運搬車両が搬出先へ到着したことを示す

●運搬中：運搬車両が搬出先へ運搬中であることを示す



指定した期間（H30.9.3～H30.9.7）

一定期間の運行情報の運搬回数、概算土量の確認

ＳＳ－ＴＲＡＣＥ ＳＹＳＴＥＭ

運搬回数、土量（概算）などの
確認が可能。

８

3.SS-TRACE SYSTEMの概要-運行管理ﾃﾞｰﾀ集計ｰ



『土壌試験情報等』に関する操作メニュー

ＳＳ－ＴＲＡＣＥ ＳＹＳＴＥＭ

 土質試験、土壌試験結果と運搬記録のデータ同時保存（試験結

果と運搬記録の紐付け）

９

3.SS-TRACE SYSTEMの概要-土質試験結果登録ｰ

『土壌試験情報等』メニューをクリックし、
試験結果関連ファイル（PDF）を格納
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（１）建設現場生産性向上
①コスト削減効果
・発生土運搬管理に係る紙伝票管理業務の削減効果

1現場・１か月当たり1万m3の場合：月６．８万円
（１現場・1年間12万m3の場合：年８１．６万円）

※土工事会社から提供された紙伝票に係る業務量のコスト換算値

②運搬車両管理の効率化
・運搬車両の運行情報を一元的に確認できることにより、
運搬車両管理が大幅に効率化可能。
③生産性向上
・公共工事の場合、竣工検査用の大量の伝票保管・管理業
務削減

・公共・民間工事に係わらず伝票管理方式での手作業によ
る誤記、伝票紛失といったヒューマンエラー防止

・過去の搬出先確認のための膨大な伝票検索作業削減
建設現場の生産性向上（施工効率化）に大きく寄与。
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4.SS-TRACE SYSTEMの効果 その１
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（２）発生土に関するリスク管理（ＣＳＲ向上）
発生土の不適正処理、自然由来重金属含有土といっ

た発生土に関するリスクが多くなっている現状において、
搬出工事側では、発生土の搬出先(利用先)、搬入（利用
先）工事側では、利用土砂の発生元・土質性状に関するト
レーサビリティが担保できることは、発生土に関するリスク
管理上極めて重要であり、ＣＳＲ向上に貢献。

（３）ストックヤード経由の発生土の適正利用担保
ストックヤード利用条件は、国交省「建設発生土有効利

用官民マッチング」(注）と同様、搬出現場発時点で最終搬出
先が確定している発生土を搬出現場ごとにストックするこ
ととしているため、ストックヤード経由の適正な発生土利
用を担保。官民マッチングを円滑かつ確実に推進する上
でも積極的な活用を期待。

注：http://matching.recycle.jacic.or.jp/download/youshiki/建設発生土の官民有効利用マッチング運用マニュアル（案）.pdf ｐ７参照 11

4.SS-TRACE SYSTEMの効果 その２



＜参考＞SS-TRACE SYSTEM研究会 概要 1/2
ＳＳ－ＴＲＡＣＥ ＳＹＳＴＥＭ

１．研究会設置目的
ＳＳ－ＴＲＡＣＥ ＳＹＳＴＥＭ（以下「システム」という）の実用化に向けて、
①多くの建設現場へのシステム適用（無料モニター）
②①により、幅広い関係者のシステム必要性・有用性の理解促進
③①、②により、システムの高度利用に向けた検討

２．研究会の主な活動内容
①建設発生土運搬管理へのシステム適用（無料モニター）
②システムの必要性･有用性理解促進活動
③システムの高度利用に向けた検討

３．研究会設置期間
2019年９月から2021年3月末まで（状況に応じて設置期間の変更の可能性有）

４．研究会組織
・主幹事：ＡＣＴＥＣ, コアメンバー：共同研究者、 産官学テーマ推進委員会委員

企業のうち参加を希望する企業
・公募メンバー：日建連、全建、機械土工協会など幅広い組織を対象に公募
・事務局：ＡＣＴＥＣ 企画部 12



＜参考＞SS-TRACE SYSTEM研究会 概要 2/2
ＳＳ－ＴＲＡＣＥ ＳＹＳＴＥＭ

５．研究会会費
・研究会会費は徴収しない。
・研究会に参加する交通費等は、研究会会員が負担するものとする。

６．研究会会員による建設発生土運搬管理へのシステム適用
・研究会会員は、建設発生土運搬管理へ可能な範囲で積極的にシ
ステムを適用し、その必要性・有用性を確認し、研究会に報告する
ものとする。
・研究会は、適用事例を用いてシステムの必要性・有用性の理解促
進及びシステムの活用促進活動を行う。
・なお、システム利用料金は無料とするが、システム利用に際して必
要なスマホ、ICカードなどの機器及び機器を操作する要員は、会員
の負担とする。
（研究助成事業で使用したスマホ4台、タブレット1台、ICカード200枚は無償貸与可能、

ただし、スマホ・タブレットの利用に際しては通信事業者と契約が必要）

13
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年度 実施事項等 SS-TRACE SYSTEM

2019 ～9月

2020

2021

2022

2023

国
交
省

へ
の
収
支
報
告
期
間

実
用
化
準
備
期
間

実
用
化

（ＡＣＴＥＣ自主研究）
SS-TRACE SYSTEM 研究会（仮称）

－研究会メンバーは公募－

SS-TRACE SYSTEM 実運用（注）
－ 有料サービス －

注：運用組織は既存組織を予定

①建設発生土運搬管理へのシステム適用
（無料モニター）

②システムの必要性・有用性理解促進活動
（発生土のトレーサビリティ確保の
必要性・意義及び施工効率化のＰＲ）

③システムの高度利用に向けた検討
（「拡張機能」の検討）

2018年度までに開発した
SS-TRACE SYSTEM
を「Ver1.0」

・研究会メンバーによる
Ver1.0 運用
必要があればVer1.0の修正Ver1.1）

・（必要に応じてVer.2.0 開発準備）

・研究会メンバーによる
Ver1.0 (又はVer1.1)運用

・（必要に応じてVer.2.0開発）

・SS-TRACE SYSTEM運用
（Ver1.0 or 1.1 or 2.0）
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＜参考＞実用化スケジュール（案）



＜参考＞SS-TRACE  SYSTEM  有料サービス イメージ

発生土搬出工事
土砂搬入工事

ｻｰﾊﾞｰ
（外部ｼｽﾃﾑ会社）

SS-TRACE  SYSTEM 
ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（仮称）

（ACTEC）

搬出工事元請会社

発生土運搬会社

搬入工事元請会社

利用料金 搬出・搬入工事情報、運搬車両情報、使用するスマホ事前登録

NFC機能付きスマホ
NFC機能付きスマホ

ＳＳ－ＴＲＡＣＥ ＳＹＳＴＥＭ
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